
交
流
と
福
祉
の
増
進

④
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り　

⑴
津
波
・
液
状
化
対
策

◦
津
波
対
策
の
た
め
、
国
・
県
と
共
に
人
工
盛

り
土
を
利
用
し
た
海
岸
減
災
林
を
整
備

◦
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
中
高
層
建
造
物

を
「
津
波
避
難
ビ
ル
」
に
指
定

◦
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
置　

◦
国
、
県
と
連
携
し
た
、
液
状
化
被
害
の
調
査

研
究
と
公
表

⑵
防
災
体
制
の
整
備

◦
震
災
を
踏
ま
え
た
防
災
計
画
の
見
直
し

◦
ほ
か
の
自
治
体
と
の
連
携
強
化

⑶
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
確
立

◦
避
難
指
示
な
ど
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
最

も
効
果
的
な
伝
達
方
法
の
確
立

◦
要
援
護
者
の
台
帳
整
備
、
個
別
の
避
難
支
援

プ
ラ
ン
の
策
定

◦
継
続
的
な
放
射
線
量
の
測
定
と
、
正
確
な
情

報
公
開

⑷
防
災
拠
点
の
整
備

◦
非
常
用
食
料
な
ど
の
計
画
的
な
整
備

◦
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
場
合
に
対

応
で
き
る
炊
き
出
し
設
備
の
充
実

◦
避
難
所
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
井
戸
の

順
次
増
設

⑸
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
情
報
提
供

◦
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
修
正
と
公
表

◦
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
分
り
や
す
く
図
示

し
た
看
板
や
道
路
の
路
面
表
示
の
整
備

⑹
防
災
訓
練
・
防
災
教
育

◦
津
波
避
難
訓
練
の
定
期
的
な
実
施

◦
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
避
難
訓
練
な
ど

　
こ
の
た
び
の
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
を
追
悼
す
る
式
典
で
す
。

日
時
／
３
月
11
日
（日）　
午
後
２
時
30
分
〜

場
所
／
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー

２
階
潮
騒
ホ
ー
ル

※
服
装
は
自
由
、
誰
で
も
参
列
で
き
ま
す
。

直
接
会
場
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

※
式
典
終
了
後
、
一
般
参
列
者
に
よ
る
献

花
を
行
い
ま
す
。

会
場
へ
は
無
料
送
迎
バ
ス
で

〈
行
き
〉

①
県
立
東
部
図
書
館
東
側
駐
車
場
発
／
午

後
２
時　

②
旭
市
飯
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
発
／

午
後
２
時
10
分　

〈
帰
り
〉

◦
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
発
／

午
後
４
時
〜

※
右
記
①
②
ま
で
運
行
し
ま
す
。

一
斉
黙
と
う
を
行
い
ま
す

　
３
月
11
日
（日）　
午
後
２
時
46
分
か
ら
１

分
間
一
斉
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

※
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
黙
と

う
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。 

「
東
日
本
大
震
災
一
周
年　
千
葉

県・
旭
市
合
同
追
悼
式
」を
開
催

の
防
災
教
育
を
充
実

◦
津
波
体
験
の
継
承
と
連
帯
意
識
の
醸
成

⑺
自
主
防
災
組
織
の
育
成

◦
地
域
の
自
主
防
災
組
織
を
育
成

◦
地
域
の
防
災
訓
練
や
避
難
訓
練
へ
の
参
加

⑻
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
太
陽
光
発
電
な
ど
の
推
進

◦
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

個
人
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成

◦
新
時
代
を
見
据
え
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

⑼
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

◦
地
区
集
会
施
設
の
復
旧
に
係
る
経
費
の
一
部

を
助
成

◦
地
域
単
位
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

参
加
し
、
絆
を
深
め
る
取
り
組
み
を
推
進

⑽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
活
動
の
充
実

◦
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
に
よ
り
、
市
民

が
自
主
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
む
地
域
課

題
解
決
の
た
め
の
事
業
を
支
援

◦
災
害
時
に
対
応
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

の
整
備
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
連
携
強
化

復
興
計
画
地
域
説
明
会

開
催
日
／
4
月
15
日
（日）

【
場
所
・
時
間
】

◦
飯
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
／
午
前

10
時
〜

◦
矢
指
小
学
校
体
育
館
／
午
後
2
時
〜

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
企
画
調
整
班

☎
62
‐
5
3
0
7

　時間をかけて作ったことで、逆に冷静な目で
いろんなことが見えてきたのではないでしょう
か。児童・生徒の作文という形で、将来主役に
なってくれる子どもの意見が多少なりとも取り
入れることができたのは、良かったと思います。
被災者へのアンケートも2回行うなど、広く意
見を取り入れることができたと思います。委員
たちの体験したこと、見聞きしたことなどが取
り入れられ、具体性もあり、とてもメリハリの
あるものになりました。今、何が大事であるか
を、委員みんなが考え、審議する中でも学んで
いったのだと思います。「街が復興するにはどう
したらよいのか」市民は、分からずにいると思
いますが、この中には「やりたい、やらなけれ
ばいけない」ことが入っているはずです。ぜひ
この計画に目を通していただき、これを種にし
て、皆さんでいろいろな意見を出し合いながら、
復興という一つの目標に向かって進んでいって
ほしいと思います。

旭市復興計画検討委員会委員長
千葉科学大学教授
船倉武夫さん

復興へ
具体性のある計画

インタビュー

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班

☎
62
‐
５
３
１
１
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心
を
ひ
と
つ
に 

〜
共
に
進
も
う 

復
興
あ
さ
ひ
〜

「
旭
市
復
興
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

品（
土
産
物
）の
開
発
と
、
商
業
の
活
性
化

⑷
農
水
産
業
の
再
興
支
援

◦
制
度
資
金
を
利
用
し
た
農
業
者
・
漁
業
者
な

ど
に
対
す
る
利
子
補
給

◦
原
発
事
故
の
損
害
賠
償
請
求
の
手
続
き

⑸
農
水
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化

◦
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
回
復
の
P
R
活
動

◦
農
水
産
物
検
査
体
制
を
充
実
し
、
産
地
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
促
進

◦
消
費
者
と
生
産
者
の
信
頼
関
係
を
構
築

③
都
市
基
盤
の
再
生　

⑴
公
共
施
設
・
社
会
生
活
基
盤
の
復
旧
・
整
備

◦
被
害
を
受
け
た
道
路
の
復
旧

◦
避
難
路
と
な
る
国
、
県
、
市
道
の
整
備　

⑵
災
害
廃
棄
物
の
適
正
処
理

◦
関
係
機
関
と
協
力
し
適
正
に
処
理

⑶
住
宅
耐
震
化
の
促
進

◦
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
費
用
の

一
部
補
助

⑷
秩
序
あ
る
土
地
利
用

◦
市
内
全
域
を
都
市
計
画
区
域
に
指
定
す
る
こ

と
を
視
野
に
入
れ
た
、
秩
序
あ
る
土
地
利
用

の
促
進

◦
公
共
用
地
を
中
心
に
境
界
測
量
を
実
施

⑸
文
教
福
祉
施
設
の
復
旧
・
整
備

◦
飯
岡
中
央
保
育
所
と
三
川
保
育
所
を
統
合

◦
小
中
学
校
施
設
の
大
規
模
改
造
事
業

◦
飯
岡
中
学
校
を
内
陸
部
に
移
転
し
、
地
域
の

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化

⑹
地
域
公
共
交
通
の
充
実

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
よ
る
地
域
間
の

（
復
興
計
画
概
要
）

計
画
の
期
間
／
平
成
23
〜
27
年
度（
5
年
間
）

※
復
興
の
局
面
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て

必
要
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

①
被
災
者
の
生
活
再
建　

⑴
被
災
者
の
住
宅
再
建
支
援

◦
各
種
支
援
金
の
交
付

◦
仮
設
住
宅
の
提
供

◦
住
宅
の
確
保
や
市
営
住
宅
へ
の
入
居

⑵
被
災
者
の
生
活
支
援

◦
災
害
義
援
金
な
ど
の
支
給

◦
医
療
機
関
受
診
料
の
免
除

⑶
要
支
援
者
に
対
す
る
生
活
再
建
支
援

◦
高
齢
者
な
ど
の
身
体
機
能
の
悪
化
防
止

◦
一
人
世
帯
な
ど
の
買
い
物
支
援

⑷
税
や
公
共
料
金
の
軽
減

◦�

国
保
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
介

護
保
険
料
の
減
免

⑸
被
災
者
の
心
身
の
ケ
ア

◦
仮
設
住
宅
な
ど
の
家
庭
訪
問
や
健
康
相
談

◦
入
所
児
童
や
保
護
者
な
ど
の
心
の
ケ
ア

◦
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善

⑹
雇
用
対
策
の
強
化

◦
失
業
者
に
臨
時
的
な
就
労
の
場
を
提
供

◦
求
人
・
求
職
情
報
な
ど
の
提
供

◦
農
業
現
場
で
の
雇
用
の
確
保
、
拡
大

⑺
子
ど
も
の
養
育
・
就
学
に
関
す
る
支
援

◦
保
育
料
の
減
免
や
児
童
・
生
徒
の
就
学
援
助

②
地
域
経
済
の
再
興　

⑴
観
光
、
交
流
拠
点
の
復
旧
・
整
備

◦
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
や
離
岸
堤
の
修
復

◦
「
道
の
駅
」
の
設
置

◦
震
災
展
示
施
設
の
設
置
や
被
災
現
場
の
保
存

◦
刑
部
岬
展
望
館
か
ら
の
夜
景
の
復
活

⑵
観
光
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

◦
七
夕
市
民
ま
つ
り
の
さ
ら
な
る
充
実

◦
真
夏
の
祭
典
の
復
活
や
新
た
な
復
興
イ
ベ
ン

ト
に
よ
る
「
復
興
あ
さ
ひ
」
の
発
信

◦
海
水
浴
場
の
復
旧
と
再
開

⑶
商
工
業
の
再
興
支
援

◦
制
度
資
金
を
利
用
し
た
中
小
企
業
事
業
者
に

対
す
る
利
子
補
給

◦
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
旭
市
独
自
の
特
産

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
被
災
地
の
復
旧
と
被
災
者
の
生
活
再
建
を
第
一
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今

回
、
市
民
一
人
一
人
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、
さ
ら
な
る
市
民
生
活
の
発
展
を
目
指
し
て
い
け
る
よ
う
「
旭
市
復
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
み
ん
な
が
誇
り
の
持
て
る
、
安
全
・
安
心
な
町
を
目
指
し
ま
す
。

旭市の復興

重点プロジェクト

4つの基本方針に基づく復興施策

復興の
目　標

被災者の
生活再建① ② ③ ④地域経済の

再興
都市基盤の
再生

災害に強い
地域づくり

１，夢と誇りの持てる暮らしの創造　２，災害をバネにした地域力の活性化
３，安全・安心な暮らしの確保　４，災害に強いまちづくりの実現

１，複合的な津波対策の推進 ～減災の考え方に基づく総合的な防災まちづくり～
２，農水産業、商工業、観光業の復興 ～バランスの取れた産業復興による活力のあるまちづくり～

※�

こ
の
計
画
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

市
役
所
、
各
支
所
、
公
民
館
な
ど
の
市
の
施
設
や
、

仮
設
住
宅
の
集
会
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広報あさひ　2012.3.1 16


	017.pdf
	016

